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環 境 適 合 材 料 創 製 学
企 業 の 視 点 か ら 見 た


























































































してきました。修士課程の学生による国際会議 International Conference on Water 






























は REACH（Registration, Evaluation, 
Authorisation and Restriction of Chem-


















































































　まず応力下流動実験や X 線 CT 測定等
のラボ実験と精密流動シミュレーションを実施
し、地下き裂における流体流動は、普遍的







































































起因する過失誤差（δi）があり、Moncrieff et al.（1996）や Richardson et al.（2010）等によって、フラックスにおけるδr およびδs の定
義や評価方法が報告されてきました。そこで、統計学的手法に基づき算出したフラックスのδrをフラックス値で除した相対値（φ）を用いて、世
界に先駆けてフラックスのδを定量化する手法を開発しました（Kim and Komori et al., 2011）。
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